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総説
日本における地圓（地形図）作成の歴史

一オリエンテーリングスポーツと地図から一

寄金義紀

R6view
Histo町of　ca肘ogmphy　in　Japan

一〇rienteering　and　O－maps1

YORIKANE　Yoshinori

　　Orienteering　is　introduced　by　KONNO　Akira　and　AOKI　Hirosi　on1966，　This　writer　YORIKANE　is

working　as　member　of　spreading　orienteering　through　Japan　sicnce1970．　This　sport　consists　main1y　of

running　and　mapreading　through　natura1fie1ds　such　as　hiH　and　forests　by　using　O－maps　and　compasses．

　　Due　to　using　the　maps　in　this　sport，natuar11y　many　peop1e　re1ated　to　this　sport，are　interesting　in

making　the　maps．　So　this　report　is　investigation　to　the　background　of　historica1making　the　maps　in　Japan．

　　Up　to1945，Japanese　maps　were　made　by　the　ordnance　maps　of　Japanese　army．　Therefore　most　detai1

of　making　maps　were　mi1itary　secret，so　it　was　difficu1t　to　make　c1ear　details　of　cartography　in　those　t三mes．

　　However，I　got　some　detai1s　of　making　the　map　of　Japan，therefore　I　wou1d1ike　to　introduce　to　those

materia1s　in　this　paper．

Key　words：cartography，Inou＿zu，O＿map

1．オリエンテーリングと地図

　1）日本におけるオリエンテ丁リングの黎明期

　日本にオリエンテーリング（Orienteering：英

語）（Orientering：スウェーデン語）が紹介され

たのは，昭和41年頃である。当時時期を同じくし

て，健康つくり運動協会の紺野晃と，㈱横山磁石

営業部長の青木弘が，別途にスウェーデンで行な

われている競技スポーツとしてのオリエンテーリ

ングを紹介したのである。この競技スポーツが日

本で普及を目的として実施されたのは，昭和45年

以降のことである。国民体力つくり国民運動の事

務局を兼務していた体力つくり事業協議会が，実

施事業である「体力つくり指導者講習会」の中で，

講習会プログラムとして実施したのが競技会形式

の最初と言える。

　2）オリエンテーリング・スポーツの特性など

　競技は，森や林の多い自然の地形を利用して，

地図とコンパス（方向磁石）を使用して行なう。

地図上に一定の規則に則って示された地点（まさ

にポイント：一般にはポストと称しているが，英

語では，コントロール・ポイント）を，示された

順序で通過し，スタートしてからゴールするまで

の所要時間を競うものである。ポストからポスト

までのルートは，地図を読取り，自分で判断して

ルート・チョイスを行なう。現在では，国内はも

とより世界選手権大会，ユニバシアード大会の諸

大会に参加するばかりでなく，国際大会を開催す

るレベルにまで発展してきている。

3）地形図・地図への興味と関心
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図1－1 伊能忠敬の作成とされる日本地図に関連した主な人々の年代の関係
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図1－2 伊能図への関わりを持つ人脈関連図

図1

　オランダ船難破　積荷の中に日本地図　約160年ほど前の9月17日。

　シーボルトが持ち帰った複製地図と彼の紹介（著書「日本」）によって，日本が国際的

により詳しく知られることになる。

　大航海時代を経て，赤水・忠敬・林蔵達が活躍した当時，世界地図はほぼ完成し，サ

ハリン（樺太）の周辺だけが不明であったとされている。「半島」説と「島慎」説とが争

われていた背景がある。シーボルトは，「マミヤノセト」として，樺太が島である事の発

見者・林蔵を「間宮海峡の発見者として」，国際的に紹介している。
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　以上の経緯のように地形図を用いることから，

このスポーツに参加する者の，地図に関する興味

関心は高い。そこで，地図がどのようにして現在

の形に整理されてきたかの過程を，小学校以来の

個人的な興味も交えて伊能忠敬を契機とする関係

人脈の概観からまとめてみた（図11伊能図への

関わり・人脈関連図として）。

　図や表から概観されるように一般的に地図作成

の歴史は，世界史的には紀元前まで遡れること，

国内的には大化改新の時代まで遡れることが判る

（表1，表2）。

　日本の近代地圖は，陸軍参謀本部で作成され，

「軍事機密」として取り扱われた。参謀本部陸地

測量部関係者に“○秘扱い”で配布されていた限

定本の「陸地測量部沿革史」は，敗戦時にその殆

どが焼却処分され，現在は国立国会図書館に僅か

一部を残すだけであるが，頁をめくるのにも注意

を要する。尚，復刻版が一部の関係者に限定配付

されているが，一般には入手できない。

　本稿は，調査途中のものであるが，機会を得た

ので中間発表の形で以下に紹介したい。

2．伊能図作成に至るまでの時代背景として

　時代的には，大航海時代を経て，ポルトガル・

イスパニア（スペイン）の時代が終焉を告げ，や

がてオランダ・イギリスの振興時代を迎えようと

する背景がある。キリスト教内での「旧教と新教」

（これは，日本的用語・カトリック対プロテスタ

ント・ピュウリタン）の争いや侵略主義等の事が

日本でも知られるようになってきた。

　この時期の日本と外国のあいだの主な関係は以

下のように要約される。

1624年：キリシタン国イスパニア船の来航禁止：

　　　　スペイン：寛永元年・徳川家光時代

1635年：日本人の海外渡航・在外日本人の帰国を

　　　　禁止：寛永12年

1639年：ポルトガル人の来航禁止される。海外へ

　　　　の窓はオランダ・中国のみとなる。

1641年1オランダの平戸商館を長崎「出島」に移

　　　　し，鎖国体制整う

1654年：イギリス船の来航禁止。アメリカのペ

　　　　リーの来航＊は，これから約200年後の

　　　　1853年7月8日（嘉永6年6月3日）で
　　　　ある。＊MatthewCa1braithPERRY（1794

　　　　～1858）

時　代

表1　地図発達史概要一世界史から

名称、様式・方法・特徴、作成目的等

紀元前

2500年頃

1500年頃

1300年頃

700年頃

540年頃

384～322

275～！93

272年

50年

紀元

150年

550年

l154年

1271～1295

1300年

1459年　長禄3

1492年　明応元

1502年　延徳4

1569年　永禄12

1570年　元亀元

1615年　慶長19

1666年　寛文6

1792年享保14
1749イ1三　　寛保7

1787年

1801年

1824年

1827年

1841年

天明7
寛政13

文政7
文政10

天保12

バビロニアで粘土板に所領図作成

カムニ族が石壁に村落図作成

エジプトでパピルスにヌピア金山

　図作成

バビロニアで粘土板に世界最古の

　世界図作成

アナクシマンドロスがギリシア最

　初の世界地図作成

アリストテレスが地球の大きさを

　測定し、継緯度入り世界地図作

　成

エラトステレスが地球球体を証明

ローマ　イタリア統一し、領ニヒ内

　の適路図作成

シーザーが全ローマ帝国の土地の

　測量を指令し地籍地図作成

トレミーが単円錐図法による世界

　図作成

コスマスがキリスト教地理学の代

　表的見解を記した地理書箸す

イドクーシ「ロジエル王の書」で

　泄界図作成

マルコ・ポー口が束方旅行　束ア

　ジア紹介

最古のポルノラノ型海図「ピサ図」

　作成航海に利用

フラ・マウロが世界図作成．

コロンブス新大陸アメリカ発見

　　ベハイム地球俄作成

カンテイノ世界図作成

メルカトルカ｛メルカトル図法によ

　る世界図作成

オリテリウスが近代的地図帳作成

　発行

スネリウスが三角測量実施

フランス国王ルイ14世学士院創設

　　ジョン・ピガール子午線測定

クルギウスが等深線式海図作成

カッシニがフランスで近代的

　86，400分の1地形図作成

イギリスで三角測量閉始

イギリスで63，390分の1地形図刊行

ウイリアム・スミス地質図作成

ペンドルトン石版による地図作成

ベッセルが地球楕円体の計算実施

この年表は，織田武雄著『地図の歴史』等から作成
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表2　　　地図発達史概要一日本史から（地図に関連する年表）

時代 名　　称 様式・方法・特徴 作成目的等

大化改新

713年
平安時代

鎌倉

室町

信長の時代

安土桃山

1600
1644
1656

ユ666
1678
ユ687
1702
1719～
1779

1810
1821

1838
1840

1851

ユ867

田　図

国那図

行基図

日本図

仁和寺図

条里制の磐盤目に従って、方格図法　　班田収授の法

大化改新の国郡制による“　　　　　口分田、条里制

風土記の編纂始まる

山城を中心、国々が俵を連ねたよう

に重なりあって配列され、日本全体

が丸味をおび、奥羽地方が東に膨ら

み、全体が束西に延びた形の図

天埜図

荘薗図

堺論争図　　　　荘園の概況を具体的に示す　　　　　荘園の境界論争の

下地中分図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採決のため、分割

郷村図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境界線を記入

村絵図

ヨーロッパから天動説→地動説、地球球体説、世界図、地球儀等情報入手

秀吉所持扇面図　　中国・日本・朝鱒の三国が描かれている

世界図腓風　　　　アピアヌス図法を真似た卵形

日本図厨風　　　　行基図型

ポルトラノ型日本図

慶長日本図　　　　幕府により作成

城絵図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国統一統治の必要

正保日本図　　　　幕府　北海遭を除いて初めて　　　溶領と国那の境界

　　　　　　　　　　　実際に近い形　　　　　　　を正すため

日本分形図

大日本図鑑

本靭図鑑綱目　　　石川流宣による　地図の正確さは無視　行基図の系列

元禄日本図　　　　幕府　正保図にならって作成　図形は崩れ退化

享保日本図　　　　建部賢弘による　交会法を用いる

改正日本輿地路程全図　長久保赤水による　享保日本図を参考にし、実測に

　　　　　　　　　よらずポルトラノ型海図他の資料を基にして経度緯度を

　　　　　　　　記入してある

世界図新訂万国全図　　商橋撤保・脳腫當による　　間宮林蔵の踏査報告

大日本沿海輿地金図　　伊能忠敬など　測最と交会法、遺線法、天体測量

大日本沿海実測録

天保国絵図　　　　幕府　　第4回目の国絵図

日本図　　　　　　シーボルト　伊能図・日本輿地路程全図、正保日本図等

　　　　　　　　　　　　　　閉宮海峡紹介される

日本固腱海地図帖　シーボルト　蝦爽・千島図、側宮樺太図、最上樺太図等

　　　　　　　　　　　　　　から

大日本沿海略図　　勝。海舟

官版実測日本地図　幕府開成所

明治維新後は、陸軍参諜本部・陸地測量部関係資料に続く。

｝『大化改新の詔』には、　「宜しく國々の彊堺（さかい）を観て、或いは書（ふみにしる）し、或いは圖

（かたちをか）き、持ちて来（きたり）て示せ奉れ。國縣（くにぐに）の名は、来たる時に定めむ」

（日本書紀による　）とあり、「圖（図）」をカタ、若しくはカタチと読ませ、「地図」の事を意味さ

せている事が考えられる。
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　　　　籏艦サスケハナ号（2450トン・乗組員

　　　　300人・汽走帆船・外輪船）アメリカ東

　　　　インド艦隊所属

　　　　ミシシッピー号（1692トン・乗組員268
　　　　人・汽走帆船・外車喬船）

　　　　　　フリゲート艦2隻

　　　　プリマス号（989トン・乗組員210人・帆

　　　　船）

　　　　サラトガ号（882トン・乗組員210人）

　　　　　　帆走砲艦2隻

　　　　（当時の日本船は，徳川幕府により大型

　　　　の外洋船は製造禁止で，和船は約100ト

　　　　ン程度）

　　　　浦賀：浦賀奉行・遠国奉行の職名。1720

　　　　年に下田奉行を廃して設置。享保5年

　伊能図に関係する主として国内の人物関連の年

表は，以下のように要約される。

1640～

1642？：関孝和生まれる（新助：高原吉種に和算

　　　　を学ぶ　ニュートンと同様のことを行

　　　　う）

1674年：関孝和「発微算法」著わす。

1684年：幕府，天文方を置く。

1704年：関孝和，幕府に召し抱えられる。和算と

　　　　して日本の数学をまとめる。

1708年：関孝和，没。

！717年：長久保赤水，生まれる。（源五兵衛：現

　　　　在の高萩生まれ。生家は今も6号線添に

　　　　現存する：高萩市内。御子孫が市教育委

　　　　員会に勤めている）

1732年：フランス天文学者ラランド生まれる。

　　　　Le　Francois　de　La1ande　（1732～1807：

　　　　ラランデ暦書管見：天文学書）

1734年：麻田剛立，生まれる。（綾部妥彰：望遠

　　　　鏡・反射鏡など作成）

1744年：本多利明，生まれる。（江戸時代に日本

　　　　国の発想を持っていた：本田とも記）

1745年：伊能忠敬，生まれる。（神保三治郎：伊

　　　　能家に養子1隠居して勘解由）

1754年：最上徳内，生まれる。（常短；つねのり）

176ユ年：本多利明，江戸に出て和算・暦学・天文

　　　　学を学ぶ。（関和算塾門下生）

1762年：伊能忠敬，養子となる。（17歳，旧数え

　　　　年18歳　忠敬と改名）

この年，麻田剛立，翌年9月の日食を予言

1764年：高橋至時，生まれる。（作左衛門：麻田

　　　　剛立門下生）

1767年：本多利明，算学・天文学の私塾音羽塾を

　　　　開く。（天測航海術など）

、1772年：麻田剛立，大阪で医業開設。

1775年：間宮林蔵，生まれる。（1780年誕生説も

　　　　ある倫宗：牛久沼の近くで生）

1778年：長久保赤水，1775年作成の大日本輿地路’

　　　　程全図を刊行。

1781年：最上徳内，本多利明のもとに弟子となる。

1782年：幕府，浅草に天文台設置。

1785年：高橋景保，高橋至時の子として生まれる。

　　　　（作左衛門）天保暦作成。

　　　　（卒まり出来が良くなかったとの説もあ

　　　　る）

1785年：最上徳内，幕府の蝦夷地調査隊に参加。

　　　　（本多利明病気のため，本多の替わりに

　　　　参加）

1786年1最上徳内，択捉島上陸。ロシァ人と逢う。

1787年：二宮尊徳，生まれる。（二宮金次郎：

　　　　1787～1856）

1789年：最上徳内，青山俊蔵を蝦夷地に案内する。

　　　　幕府の許可なく松前藩の相談役を兼ね，

　　　　松平定信に捕らえられる。

　　　　（同年・フランス革命）

1789年：本多利明，経世秘策を刊行。（経済学書

　　　　：富国振興策）

1789年1間宮林蔵，江戸に出て地理学を学ぶ。

1790年：最上徳内，本多の嘆願等もあり幕府に許

　　　　され蝦夷地の地図作成に係わる。

1791年：幕府，寛政令。寛政3年，ロシア船に対

　　　　応し，幕府の命令に反しなければ攻撃し

　　　　ない趣旨のもの。

1792年：最上徳内，ロシアの使節（ラクスマン：

　　　　1793）と対応する；根室。

1795年：幕府，暦改正を定める。（宝暦暦の誤り

　　　　を正すため，出来るのは寛政9年）

　　　　1795年：高橋至時，麻田剛立などの推薦

　　　　によって幕府天文方（暦など）となる。

　　　　麻田は自分よりも至時や間重富の方が，

　　　　よりふさわしい人物であるとして推薦し

　　　　ている（麻田の年齢も関係あり）

1795年：伊能忠敬，江戸に出て高橋至時・本多利

　　　　明等への入門運動をし，利明に断わられ，

　　　　至時に弟子入りする。至時の指導により，
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　　　　経度1度の距離測定に関心を持つ（50

　　　　歳）；子午線。

1796年：シーボルト，生まれる。（後，間宮海峡

　　　　を間宮の瀬戸として世界に紹介）ドイツ

　　　　人：医学者・博物学者。1822年頃オラン

　　　　ダ陸軍軍医としてジャワ在住。後に来日。

1797年：高橋至時，寛政暦を作成し，’翌年からこ

　　　　れに切り替えが行なわれる

1799年：間宮林蔵，蝦夷地へ渡る。一幕府東蝦夷地

　　　　を直轄領とする。

1799年：麻田剛立，没。

　この年，ナポレオン，臨時政府構成。1804年に

皇帝ヨーロッパ制覇体制に入る。オランダ属領と

なり，以後長崎出島のオランダ国旗のみが世界で

唯一のオランダ国旗となる時代がしばらく続く事

になる。この事を，江戸幕府は知らない。

1799年：最上徳内，幕府新道掛になる。

1800年：伊能忠敬，蝦夷地東海岸地域を測量。こ

　　　　の年に問宮林蔵，幕府の蝦夷地御用掛と

　　　　なり，伊能忠敬から測量術を学ぶ。

1801年：長久保赤水，没。

1801年：本多利明，蝦夷地に赴く。

1803年：高橋至時，ラランデ天文書オランダ語翻

　　　　訳書を入手，和訳開始。

1804年：伊能忠敬，本州東海岸地域の測量図作成。

　　　　（ロシア使節レザノフ来航）

1804年：高橋至時，没。

　　　　（この年，ロシア旗艦ナデジュダ世界一

　　　　周航海・艦長クルウゼンシュテルン1
　　　　「世界周航記」）

1805年：伊能忠敬，この年から1816年にかけ本

　　　　州・中国・四国・九州地区の地図測量に

　　　　取り組む。（16年問程の間に，地球赤道

　　　　全周以上の43，700km程を歩いた事にな

　　　　る。また，経度1度：子午線1度の測定

　　　　距離は，現在の測定距離と千分の1の誤

　　　　差しかないと言う精度である）

1806年：文化令（文化3年）。1804年来航のロシ

　　　　ア使節レザノフが幕府の指示を守った事

　　　　から，ロシア船に対して寛政令を緩和し，

　　　　食料・水，薪等の補給を許可した。

1808年：間宮林蔵，幕府の命を受け樺太探検に取

　　　　り組む。（松田伝十郎と共に）

　　　　この年イギリス軍艦フエートン号が長崎

　　　　のオランダ商館を攻撃に来航。ナポレオ

　　　　ン戦争で，オランダ本国は属領となって

　　　　いた。

1809年：間宮林蔵，樺太が島である事を確認し，

　　　　シベリア大陸との海峡を渡り，黒竜江沿

　　　　岸地域まで探検する。

1810年：間宮林蔵，従北蝦夷至東轄靱地図作成。

　　　　東轄紀行口述

1818年：伊能忠敬，大日本沿海輿地全図作成中完

　　　　成を見ずに没。

182ユ年：本多利明，没。

182ユ年：高橋景保，「伊能図」の完成に尽力し，

　　　　忠敬の死後3年目のこの年に完成。

1822年：間宮林蔵，江戸に戻る。（後，シーボル

　　　　ト事件に関連し，最上徳内や景保とシー

　　　　ボルトとの関係を密告したとされる説が

　　　　あるが，外国からの「郵便物」は，幕府

　　　　に届出をする定めを林蔵が守っただけで

　　　　あり，密告には当たらないのだと言う説

　　　　もある。その書類の小包みの中に，日本

　　　　地図との交換に関する情報などがあっ

　　　　た，とされている。）

1823年：シーボルト来日。（文政6年）長崎出島

　　　　オランダ商館。1829年まで滞在。

1825年：幕府，外国船打払令。（異国船無二念打

　　　　払令・文政令）

　　　　1808年のイギリス軍艦フエートン号の長

　　　　崎来航事件等から，異国船にはためらう

　　　　事なく（無二念）発砲して打ち払えとい

　　　　う乱暴なもの。

1826年：シーボルト「江戸参府」。長崎に帰った後，

　　　　高橘景保宛の小包みに間宮林蔵宛の手紙

　　　　を同封。これを間宮は，奉行の村垣淡路

　　　　守定行に提出。これが契機となり，1828

　　　　年オランダヘの帰国予定であったシーボ

　　　　ルトの乗船コウネリウス・ハウトマン号

　　　　の台風による座礁等から国禁の日本地図

　　　　持ち出し事件発覚となるとされていた。

1828年：高橋景保「シーボルト事件」に関連し，

　　　　外国の書物と交換に国禁とされていた

　　　　「伊能図」の海外持ち出しに協力したと

　　　　して，幕府に捕えられ後獄死。死体は塩

　　　　漬けにされ，罪状決定後に取り出され，

　　　　死体を打ち首にするという辱めを受け
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　　　　た。

　　　　罪状未決定で刑執行の前に病死。武士は

　　　　切腹が正死。打ち首などの斬死は武士の

　　　　恥とされていた。

1828年：シーボルト事件（ジーボルト事件とも言

　　　　う，シーボルトのドイツ語読み）

1829年：「シーボルト事件」によりシーボルト国

　　　　外追放処置。判決までに約1年。

1829年：高橘景保，没。日本辺海略図・万国地図

　　　　などの作成。伊能図の完成への協力等，

　　　　偉業を残す。

1832年～シーボルト，『Nippon』：全20巻の著述

　　　　始める。1852年に完成

1836年：最上徳内，没。

1840～

　42年：第一次アヘン戦争。

1841年：ジョン万次郎，暴風に逢い漂流。（中濱

　　　　萬次郎；土佐幡多郡仲濱浦の人）

1842年：幕府，打払令を解除し，薪水給与令に替

　　　　える。（天保薪水令：文政令を撤回し打

　　　　払令を解除し薪水給与令に替える）

1844年：間宮林蔵，没。

1851年：ジョン・万次郎，琉球経路で帰国。薩摩

　　　　藩主島津齊彬に重用さる。1853年に幕府

　　　　官吏。

1853年：M．C．ペリー来航（嘉永6年6月3日；

　　　　太陽暦，7月8日）。江戸市民の風刺歌；

　　　　泰平の眠りを醒ます上喜撰

　　　　　たった四杯で夜も眠れず

　　　　　　（上喜撰は，お茶の銘柄を蒸気船に，

　　　　　　四杯は，船4隻に掛けたもの）

　　　　　井戸の水　あってよく出る蒸気船

　　　　　　茶の挨拶で帰るアメリカ

　　　　　　（井戸は，浦賀奉行の丼上弘道に掛

　　　　　　け，「茶にする」は，馬鹿にする茶

　　　　　　化す。ペリーが，井上を馬鹿にした，

　　　　　　からかったの意。）

　　　　　アメリカが来ても　日本はつつがなし

　　　　　　（つつがない＜天下泰平・平安無事〉

　　　　　　と筒〈大砲〉が無いを掛けたもの）

　　　　　馬具武具屋　渡人さまと　そっと言ひ

　　　　　（言い）など

1856～

　58年：第二次アヘン戦争

1856年：二宮尊徳，没。（少年の頃，忠敬の伊豆

　　　　半島測量時代に忠敬に同行している。本

　　　　多利明の考え方の影響を受けている処あ

　　　　り）

1859年：シーボルト，再来日。（オランダ東イン

　　　　ド株式会杜顧問。1862年に帰国）

1863年：長州藩・薩摩藩，下関海峡・錦江湾で撰

　　　　夷：外国船砲撃。（文久3年）

1864年：英仏米蘭四国連合軍（イギリス主体）軍

　　　　艦17隻・備砲288門。兵員5000名程・長

　　　　州藩軍事施設を破壊される。（元治元年）

1866年：シーボルト，没。（70歳：ドイッ・ミュ

　　　　ンヘン）

　　　　ジーボルトは，その著書「日本」その他

　　　　で，世界に日本を紹介した功績がある。

　　　　杜戸時代末にアメリカのペリーが来航し

　　　　ているが，ペリーは，ジーボルトの「日

　　　　本」やその他の日本紹介（植物・動物な

　　　　ど）に関する本（1853年）などから日本

　　　　の情報を入手して来日している。Ph．F．

　　　　von　Siebold：NipPon（1832－1852年全20

　　　　巻：一部は1841年に英訳されたものが刊

　　　　行されている。ペリーは，これを503ド

　　　　ルで購入，日本の地図は，2万ドルの巨

　　　　額で手に入れたとされている。）

3．日本近代の曙，明治維新前後の関わりと，近

　　代地図作成との関連

　伊能忠敬など，直接日本の地図作成に係わった

人々を支えた技術者（測定機器の作成・改良など）

や協力者らを，時代の背景の中に概観してみる。

それぞれに無名の町民や農民らの中から勉強好き

を見いだし，書物を買い与える，経済的な援助を

するなどして，こオしらの育成に務めた人達がいた。

このように，例えば地図作成のような一大事業の

達成に当たって，「師や同僚」などの関係を通して，

多くの人々が影響を与え合っていた事に（何かを

大成するのは，本人の努力が主流ではあっても）

示唆’されるものが多い。伊能図の取扱いは，江戸

時代は「門外不出」であり，市民には開放されて

いなかった。明治維新後も，伊能図はそのまま日

本地図として，明治10年代の後半まで使用されて

いる。

　伊能忠敬は，千葉県佐原市（地元）では「いの

う・ただたか」ではなく「いのう・チュウケイさ

ん」と呼ばれている。国土地理院の人たちも，「伊
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能ちゅうけい」と言っている。50歳を超えてから，

大事業を遂行した彼の行動力と生き方は，人生80

年時代の「好いお手本」となる。

　長久保赤水の生家は，茨城県高萩市に現存し，

子孫は市の教育委員会に勤務しておられる。また，

江戸の鎖国政策期に世界は大航海時代を迎えてい

たが，その時代をつき動かした香辛料・金銀・木

綿・茶を求めた大航海の背景に地図の発達等の

あったことを特筆しておくべきであろう。

　また，この時代は，ポルトガル・スペイン・オ

ランダの植民地開拓時代から，フランス・イギリ

スの植民地開拓時代への変換期でもあった。後発

のアメリカはアジア対策に躍起になり，ヨーロッ

パ諸国と清国の関係も我が国に大きな脅威を与え

ていたのである。こうした，ヨーロッパ情勢や時

代背景，世界史の中の日本というものを考えると

き，その基底に地図というものが大きく関係して

いたことに，改めて驚かされるのである。

　このように世界が「地図」をめぐって大きく展

開されていた時代に，我が剛こおいても幕府天文

方・御書物奉行，高橋作左衛門景保（現行の気象

庁長官・環境庁長官・文部大臣・国会図書館長を

兼たようなもの）らが居た。

4．日本における近代地図作成

　伊能図から，近代地図への発展は，陸軍省参謀

本部陸地測量部等によって推進されることにな

る。以下にその略年表（1993年作成）を示した。

1869年

1871年

ユ872年

：民部省地理司が地図行政を掌どるとした

が，「天保国絵図」の訂正程度に止まる（明

治2年）。

民部省に戸籍地囲掛を置く。各府県に各

種，地方圖（ジカタズ）の作成について

の布達。

：地理の偵察，地図の編纂を目的として，

兵部省参謀局内に問諜隊を設立（明治4

年）。問諜隊の任務・地理の偵察・調査。

工部省に測量司が置かれる。地図の編

集・作製は，後に陸地測量部となる。

：兵部省を陸軍省・海軍省に改称。参謀局

は，測量・製図，兵史の蒐集を主たる任

務とする（明治5年）。

間諜隊は，陸軍参謀局所属となる。

この年，文部省は「学制」を公布。小学

　　　　校教則の地理において日本地圖・世界地

　　　　図の使い方を生徒に示すことが記されて

　　　　いる

1873年：内務省を創設。勧業寮・警保寮・駅逓

　　　　寮・土木寮・地理寮・戸籍寮・測量司の

　　　　6寮1司を置く（明治6年）。

1874年：新設の内務省に地理局を置き，民部省地

　　　　理司と工部省測量司の業務を移管。三角

　　　　測量事業を全国的に行なう計画を立て

　　　　る。那須西原で初めて基準測量実施。初

　　　　の精密水準測量を東京一塩釜間で，施行

　　　　（明治7年）。

1875年：参謀局第5課（地図政誌課）は製図・印

　　　　刷写真等開始。第6課（測量課）は習志

　　　　野で新式局地測量を実施して，水平曲線

　　　　式実測地形図を作成。内務省測量司に東

　　　　京気象台設置（明治8年）。

1877年：地籍調査始まる。「西南の役」の時，参

　　　　謀局第5課は「九州全図」を編纂し，石

　　　　版印刷で刊行。第6課は，迅速測図班を

　　　　編成し，戦闘用地図を作成（明治10年）。

1878年：参謀局廃止，参謀本部を設置し，地図課・

　　　　測量課を置く。

　　　　明治11年12月5日，1：20，000の「迅速

　　　　測図」「仮製地形図」を作成開始。

1879年：参謀本部で全国測量計画立案

　　　　参謀本部機構を総務課・管東局，管西局

　　　　の一課二局に替えて設置。各局に，地図

　　　　課・編纂課・翻訳課・測量課・文庫課を

　　　　置く。

　　　　　管東局：東部監軍部。近衛，東京・仙

　　　　台の二鎮台参謀部で第一軍管，北海道の

　　　　地理・政誌を分析。併せて樺太，満州，

　　　　カムチャッカ・シベリアを対象。

　　　　　管西局：中西部監軍部。名古屋，大阪，

　　　　広島，熊本の四鎮台参謀部で第三，第四，

　　　　第五，第六軍管の地理・政誌を分析。併

　　　　せて朝鮮・清国沿岸までを対象。

　　　　後，鎮台が師団への改編では，これらの

　　　　軍監No．が師団No．として用いられる。

　　　　（改編は明治21年。23年には近衛も近衛

　　　　師団となる）

1880年：「測量軌典」「測量概則」等を編纂。測

　　　　量課は，全国測図の実施に着手。（明治

　　　　13年）
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1882年：神奈川県相模野に基線を設置し，陸軍式

　　　　基線測量を実施。測量法はドイッ式を用

　　　　いた。（明治15年）

1883年：測量課を大地測量班（三角・測地）と小

　　　　地測量班（地形・測図）の二班編成にし，

　　　　明治13年のフランス式せん彩（誼彩）図

　　　　式を廃止し，ドイツ式一色線号図式を採

　　　　用。（明治16年）

1884年：内務省地理局担当の測量事業を陸軍参謀

　　　　本部に併合。地理課・測量課を廃止し，

　　　　測量局内に三角測量課・地形測量課・地

　　　　図課の三課に機構改革。

　　　　「しゅう製（輯製）二十万分の一図」作

　　　　成。伊能図の中図を基本とし，空白部は

　　　　「天保国絵図」，各府県からの地図を基

　　　　に補正した。

　　　　ワシントンで開催された「万国測地会議」

　　　　に参加，イギリスのグリニッチ子午線を

　　　　本初子午線とする事を議決した。

6月1日：東京気象台・第一回天気予報発表（警

　　　　視庁→東京各巡査派出所に掲示。「全国

　　　　一般風ノ向キハ定リナシ天気ハ変リ易シ

　　　　但シ雨天勝チ」。予報官は，ドイツから

　　　　来日していたお雇い外国人クニッピン

　　　　グ。彼は，前年「暴風雨警報」を出して

　　　　いる。（気象百年史）109年前。

1885年：三角測量，水準測量による1：20，000「正

　　　　式地形図」による多面体図法。

　　　　等高線表示による近代地図が箱根地区の

　　　　「畑宿」，「小田原」作成される。（明治

　　　　18年）

1886年

　6月：国際測地学委員会の前身である弧度測量

　　　　協会に加入。

　9月：専門技術者養成機関として修技所を設置

　　　　し，一期生徒35名を採用し，教育を開始

　　　　する（20年，東京気象台は中央気象台と

　　　　なる。「気象台測候所条例」公布）

　　　　「東京　5，000分の1図」刊行

1888年

　5月：勅令第25号「陸地測量部例」を公布。「陸

　　　　地測量部は，陸地測量を施行して，兵器

　　　　及び一般の国用に充つべき内国図を製造

　　　　する所とする」と規定。三角・地形・製

　　　　図の三課及び修技所を置くことが定めら

れた。（この年から，中央気象台は，毎

日天気予報を発表）

参謀本部直属機関として「陸地測量部」

発足。

1889年

　3月：勅令をもって「陸地測量官官制及び同任

　　　　用規則」が公布された。

　6月：修技所第一期高等科学生9名を決定。

1890年

　3月：法律第23号「陸地測量標条例」公布6省

　　　　令「陸地測量標条例施行細則」「陸地測

　　　　量部修技所生徒採用規則」を発令。陸海

　　　　軍連合大演習に陸地測量部職員が初参

　　　　加。

　8月：特定地区は2万分の1。一般基本図は5

　　　　万分の1。帝国図20万分の1に縮尺変更。

　　　　（明治25年度からの実施を決定）

1891年

　3月：紀伊串本験潮場完成。後，深掘（長崎）

　　　　ほか三ケ所の験潮場新設。

　5月：参謀本部前庭に日本水準原点が落成。

　　　　（東京湾平均海水面上241500メートル）

1892年：1890年制定の「縮尺変更」を，本年度か

　　　　ら実施。

1893年：全国の地図（緯度1度，経度40分の図画

　　　　区分）が完成。明治初期のわが国の代表

　　　　的地図として，全国をカバーする事に

　　　　なった。この基礎図として用いられた伊

　　　　能忠敬の作成した地図は，江戸時代「秘

　　　　図」として取り扱われ，世に知られなかっ

　　　　たが，明治期になって科学的価値が評価

　　　　された事になる。わが国の地図の近代化

　　　　に果たした伊能忠敬の役割は大きい。

1896年：参謀本部条例改正（明治29年）。

　　　　局制廃止，部制採用。

　　　　　副官部，第一部～第四部，編纂部。

　　　　　総務部・庶務課，第一課（編制・動員）

　　　　　第一部・第二課（作戦・兵姑），

　　　　　　　　　第三課（要塞・攻城）

　　　　　第二部　第四課（欧米情報），

　　　　　　　　　第五課（支那情報）

　　　　　第三部　第六課（運輸），第七課（通信）

　　　　　第四部　第八課（外国戦史），

　　　　　　　　　第九課（国内戦史）
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1899年

　1月1

3月：

陸地測量部から職貝が沖縄県臨時土地調

査局に転出。

台湾総督府臨時土地調査局に陸地測量部

から職員が転出

1900年

　2月：「明治33年式図式規程」を採用。

1901年

　3月：「発行地図授受手続」「地図発行規程」「発

　　　　行地図販売者心得」等を規定。

　10月：北海道小樽験潮場完成。

1904年

　5月：日露戦争勃発に伴い，「臨時測図部」を

　　　　編成。

　6月：安東及び営口に上陸。

1906年：樺太の日露国境画定作業開始。

　3月：修技所在学中清国学生33名修業，うち4

　　　　名に研究在学を許可。

　5月：清国官費学生13名入学。

　7月：測量師1名，清国の招請により赴任。

1907年：臨時測量部経度緯度班が會寧・吉林方面

　　　　に三角点を設け，延長百里の三角鎖を組

　　　　成。

　12月：韓国に測量班3名派遣。

1909年

　4月：「明治42年式地形図図式規程」を決定，

　　　　採用。（明治42年）

1910年

　4月
1911年

　3月

8月

：韓国，土地調査局から地形課職員を招聴。

：水路部と協同し，小笠原付近の測量を実

施。

：万国地図調査委員会の決議による「百万

分の1万国図」の作製命令。

1914年

　3月：

3月：

「台湾土地測量法規則」（律令第5号）

及び同施行細則（総督府令第19号）公布。

鹿児島県桜島の爆発に際し，ドイツの

カール・ツアイス製写真測量機により桜

島付近の地上写真測量を実施。

（大正3年）

19ユ5年

　10月：初の多色線号色号併用の多色刷「御大礼

　　　　記念1万分の1京都近傍図」発行。

1916年：沼津香貫山付近において写真測量の実地

　　　　研究を実施。

1917年：北海道辺郡の地に適用する目的で「準基

　　　　本測図規定」を制定。

1918年

　10月：東京天文台の緯経度改正によって既成5

　　　　万分の1地形図に応急的に10．4秒を加え

　　　　ることを決定。

1924年：前年9月1日の関東大震災に伴い，

　5月「震災地一等地水準線路の変動について」

　　　　の記録を発表。

　12月・七験潮場を文部省所管；海洋気象台に移

　　　　管（1895年〈明治28年〉に中央気象台は，

　　　　内務省から文部省へ移管される）。1：

　　　　50，000地形図が35年の歳月を経て全国を

　　　　カバー。

1925年：地上写真測量による深山地測量の適否を

　　　　越中立山において実験。内地における基

　　　　本測量の地図出版完了。

1927年：初めて空中写真測量による台湾麻里・玉

　　　　里付近の撮影測量作業実施。（昭和2年）

1928年

　3月：日本水準原点の真高を24，414メートルと

　　　　改正。

　　　　空中写真測量を測量事業に導入

1929年：東京及び大阪地方の空中写真による修正

　　　　測量を実施。

1930年：樺太庁の委嘱により，空中写真による2

　　　　万5千分の1図の調製に着手。

1931年：写真測量で台湾；大湖付近の補測作業実

　　　　施。「陸地測量部発行地図目録」発行。

1933年：関東軍測量隊編成準備に着手。

1934年

　3月：関東軍測量隊編成下令。4月下旬出発。

1937年：日華事変の勃発に伴い，野戦測量隊を編

　　　　成，測量部職員多数が参与（昭和12年）。

1941年

　4月：「陸地測量部条例」の改正を行ない，総

　　　　務課を新設，三角・地形・製図の各課を

　　　　第一課，第二課，第三課，修技所を教育

　　　　部と改称して機能強化。陸地測量師を陸

　　　　軍技師，陸地測量手を陸軍技手と改称。

　　　　（昭和16年）

12月8日：太平洋戦争始まる（第二次世界大戦太

　　　　平洋地域）。

1942年：大東亜戦争（第二次世界大戦）に伴い，
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　　　　関東軍測量隊を強化。北支・中支及び南

　　　　方に各野戦測量隊を編成。外地測量作業

　　　　のため内地の発行図は，一時停滞状態と

　　　　なゑ。

1943年：関東軍測量隊を関東軍測量部に，各野戦

　　　　測量隊も北支・中支派遣軍南方軍測量隊

　　　　に改称，昇格。

1945年

　8月

（戦

1948年

1953年

1961年

1964年

1965年

1969年

1986年

1989年

　（昭和20年）「ポッダム宣言」受諾によ

　り「陸地測量部」を廃止。9月1日から

　内務省内に「地理調査所」を置く。
後）

　（昭和23年）内務省解体。地理調査所は，

　内務省国土局と戦災復興院との合併した

　「建設院」から建設省へと所管が変わり

　現在に至る。

　第1次基本長期計画制定「1：50，O00地

　形図」を「1：25，000地形図」とする整

　備を行う。

　平板測量を空中写真測量にする事

　国土基本図法図式同適用規程，昭和36年

　制定（昭和44年一部改訂）

　（昭和39年）第2次基本測量長期計画制

　定「ユ：25，000地形図」で全国をカバー

　する基本図として整備する事を決定。

　ユニバーサル横メルカトル図法を採用

　（Universa1transverse　Mercator’s　pro－

　jection　UTM）。10月東京オリンピック東

　京大会

：昭和40年式2万5千分1地形図図式規程

　国土基本図図式同適用規程（昭和36年制

　定，昭和44年一部改訂）。

：昭和61年2万5千分1地形図図式（昭和

　61年3月17日制定）。

　（平成元年）平成元年5万分1地形図図

　式（平成元年3月29日制定）

　尚，標準となる地図については，国際図で1：

1，000，000（IMW　Internationa1Map　of　the　Wor1d

1：1，000，000），地勢図で1：200，000（全国129

面），国土基本図は1：2，500，1：5，000の大縮

尺の地図（国土の保全と開発の基本とする）であ

る。

　地理調査所は，1960（昭和35）年に建設省国土

地理院（建設省附属機関）となっており，現在は，

つくば市北郷1にある。

おわりに

　本調査は1987年3月に開始され，1988年7月に

国土地理院に問合せ券々再調査，1990年4月と6

月3日に再々度国土地理院・地図管理部・地図資

料課長・長岡正利氏に調査結果と沿革史の確認方

を依頼。同氏所有の「沿革史」（復刻版）によっ

て了承されたものである。
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＊　1919年・大正8年，旧．筑波郡小野」l1村・番外
　　　　ながみねはら
　　地・長峰原において高層気象台建築工事始ま

　　る。1920年8月25日：気象台官制公布がださ

　　れ，高層気象台が発足。これはドイツのリン

　　デンベルグ高層気象観測所設立後15年目のこ

　　とである。1930年，初代台長でもあった大石

　　和三郎は，「館野上空に於ける平均風」第2

　　報で，ジェット気流のことを述べている。


